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考えよう
未来!!

「
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
」が
自
慢
！

７
割
が「
住
み
や
す
い
」「
将
来
も
玉
城
に
居
た
い
」

考えよう
未来!! 「

自
然
に
恵
ま
れ
た
町
」が
自
慢
！

７
割
が「
住
み
や
す
い
」「
将
来
も
玉
城
に
居
た
い
」
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町
で
は
、
町
政
に
対
す

る
意
見
や
要
望
を
お
聞
き

し
、
そ
の
結
果
を
反
映
さ

せ
る
た
め
「
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
昨
年
11
月
実
施

し
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
、
今
後
10
年
間
（
平

成
13
年
度
〜
23
年
度
）
の

政
策
指
針
と
な
る
「
玉
城

町
新
総
合
計
画
」
に
み
な

さ
ん
の
声
を
生
か
す
た

め
、
生
活
環
境
、
保
健
福

祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
将
来

像
な
ど
30
項
目
に
つ
い
て
20
歳

〜
75
歳
の
２
０
０
０
人
を
無
作

為
に
抽
出
し
行
い
ま
し
た
。
回

答
者
は
１
０
２
３
人
、
回
答
率

51
・
15
％
で
し
た
。

町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
声
を

反
映
し
、
21
世
紀
を
前
に
、
み

ん
な
で
町
の
将
来
を
考
え
一
段

と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
町
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
な
か
か

ら
主
な
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

「
下
水
道
の
整
備
を
望
む
」が約

４
分
の
１

３
人
に
１
人
が
「
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
整
備
」
を
望
む

半
数
が「
や
さ
し
い
町
」「
心
豊
か
な
町
」に
発
展
し
て
ほ
し
い

特
　
集

「
玉
城
町
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

男�
429人�
43.5％�

男女別�

アンケートにご協力いただいたみなさん�
年齢別� 地区別�

20代�
152人 15.1％� 外城田�

288人 28.5％�

田丸�
381人 37.7％�

有田�
169人 16.7％�

下外城田�
173人 17.1％�

30代�
204人 20.3％�

40代�
222人 22.1％�

50代�
207人 20.6％�

60代以上�
219人 21.8％�

女�
571人�
56.5％�

みんなで
町の

みんなで
町の玉城町

住民アンケート
結果
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「
ま
ち
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
か
」
を
10
項
目
に
分
け
尋
ね
て
み

ま
し
た
。
こ
の
問
い
に
、「
自
然
環
境
の

良
さ
」
を
あ
げ
ら
れ
た
方
が
全
体
の
８
割

を
超
え
、
次
い
で
「
事
故
や
犯
罪
が
少
な

い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
が
５
割
、「
福

祉
が
充
実
し
て
い
る
」
が
４
割
に
達
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ほ
ど
思
わ
な
い
な
ど
、
懸
念

さ
れ
る
も
の
に
は
、「
交
通
の
便
」「
産
業

の
活
力
」「
医
療
機
関
の
整
備
」
が
４
割

に
の
ぼ
り
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
全
体
像
・
・
・
・
・

玉城町のイメージ�

交通の便が良い、�
基盤整備された町�

産業の活発な、活力ある町�

生活環境が整備された町�

福祉が充実した町�

教育環境が整備された町�

文化豊かな町�

自然環境に恵まれた町�

そう思う�

住民同士の�
コミュニケーション�

のとれた町�

事故や犯罪の少ない、�
安心して暮らせる町�

医療機関が整った、�
健康で住みよい町�

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）�
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42.9 9.8 3.55.4

21.1 28.7 22.1 15.3 4.9

21.9 27.5 21.0 14.5 6.8

34.5 22.6 11.1 11.5

30.1 20.9 17.3 14.6 6.9

23.4 18.8 21.4 24.5
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思わない� わからない� 無回答�ややそう思う� どちらともいえない� さほど思わない�
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特
　
集

「
玉
城
町
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

「
玉
城
町
は
住
み
よ
い
町
で
す
か
」
の

問
い
に
、
住
み
や
す
い
が
21
・
８
％
、
ま

あ
住
み
や
す
い
が
49
・
７
％
で
、
あ
わ
せ

て
７
割
を
超
え
る
方
が
一
応
満
足
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
将
来
も
今
の
所
に
お
住
ま

い
に
な
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、
分
か

ら
な
い
方
が
11
％
み
え
ま
す
が
、
永
住
す

る
が
61
・
５
％
、
転
居
は
し
な
い
が
14
・

８
％
と
８
割
近
い
方
が
玉
城
町
の
住
み
心

地
の
良
さ
を
認
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
と
っ
て
、

玉
城
町
は
住
み
よ
い
町
で
す
か
・
・
・

●
土
地
利
用
・
・
・
・
・

「
小
規
模
な
分
譲
住
宅
地
、
ア
パ
ー
ト

な
ど
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
が
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
」
の
問
い
に
は
、
小
規

模
な
が
ら
進
め
る
べ
き
が
41
・
９
％
に
対

し
、
無
秩
序
に
進
ん
で
い
る
と
指
摘
す
る

方
が
19
・
９
％
に
の
ぼ
り
、
計
画
的
な
土

地
利
用
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、「
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
の
問
い
に

は
、
道
路
・
公
園
な
ど
生
活
環
境
の
向
上

を
図
る
べ
き
が
32
・
２
％
、
農
地
を
あ
る

程
度
宅
地
や
工
場
に
す
べ
き
が
23
・

９
％
、
農
地
を
保
全
す
べ
き
が
12
・
７
％

と
、
農
業
の
町
で
あ
っ
た
当
町
か
ら
す
る

と
、
ま
す
ま
す
農
業
離
れ
が
心
配
さ
れ
る

回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
生
活
意
識
・
・
・
・
・

「
生
活
す
る
う
え
で
何
が
不
安
か
」
の

問
い
に
は
、
特
に
不
安
は
な
い
が
10
・

９
％
に
対
し
、
経
済
的
な
不
安
を
ト
ッ
プ

に
、
環
境
破
壊
、
汚
染
、
老
後
の
３
項
目

が
全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
今
の
経
済
的
な
不
景
気
、
核
家
族
化
、

少
子
化
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
不
安
が
当
町

の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
数
字
に
表
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、「
生
活
す
る
う
え
で
の
行
動
は
ど

こ
が
中
心
か
」
の
問
い
に
は
、
仕
事
は
４

割
、
生
活
用
品
の
買
い
物
は
７
割
、
ス
ポ

ー
ツ
は
３
割
、
か
ぜ
な
ど
の
診
察
は
７
割

が
町
内
で
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
耐

久
消
費
財
の
購
入
の
５
割
、
娯
楽
の
４
割
、

芸
能
鑑
賞
の
４
割
、
外
食
の
５
割
、
入
院

の
必
要
な
治
療
の
７
割
な
ど
は
伊
勢
市
が

占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
設
問
か
ら
は
、
み
な
さ
ん
が

町
で
の
行
動
と
必
要
に
応
じ
て
町
外
の
も

の
を
使
い
分
け
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
特
に
、
医
療
機
関
の
利
用
に
関

し
て
は
、
軽
い
病
気
の
診
察
を
町
内
で
行

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
そ
の
典
型
的
な
例

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

た
だ
、「
地
域
で
何
ら
か
の
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
か
」
の
設
問
で
は
、
何

も
参
加
し
て
い
な
い
が
７
割
近
く
に
の
ぼ

り
、
今
後
望
ま
れ
る
参
加
型
社
会
を
真
剣

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

玉城町は住みよい町ですか？�

住みやすい�
222人�
21.8％�

やや住みやすい�
71人�
6.9％�

住みにくい�
48人 4.7％�

わからない�
13人 1.3％�

まあ住みやすい�
507人�
49.7％�

どちらとも�
いえない�
159人�
15.6％�

全　体�
1,020人�
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「
特
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
施
策
は
何

で
す
か
」
の
問
い
に
、
産
業
の
振
興
24
・

８
％
を
ぬ
い
て
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
の

整
備
が
34
・
９
％
と
３
人
に
１
人
が
福
祉

関
係
の
整
備
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
個
別
に
み

る
と

▼
玉
城
町
の
環
境
施
策
に
は

今
住
ん
で
い
る
周
辺
の
生
活
環
境
に
は
、

満
足
し
て
い
る
が
12
・
２
％
、
ま
あ
満
足

し
て
い
る
が

40
・
７
％
と
５

割
を
超
え
る
方

が
満
足
し
て
い

る
と
答
え
る
一

方
で
、
不
満
が

あ
る
方
が
４
割

を
超
え
、
そ
の

な
か
で
も
、
全

体
の
４
分
の
１

の
方
が
下
水
道

整
備
の
促
進
を

望
ん
で
い
ま
す
。

町
施
策
に
何
を
望
む
か
・
・
・
・
・

どんな施策に力を入れて欲しいか？�

下水道の整備�
251人�
24.7％�

公園、緑地の拡充�
130人�
12.8％�

側溝や�
排水路の整備�
105人�
10.3％�

道路の改良�
101人�
9.9％�

子供の遊び場�
84人�
8.2％�

ごみ・し尿収集の改善�
81人�
7.9％�

環境美化�
69人�
6.8％�

交通安全対策の強化�
56人�
5.5％�

公害対策の充実�
51人�
5.0％�

防犯対策の強化�
27人�
2.6％�

その他意見�
26人 2.6％�

駐車場の整備 12人 1.2％�

町営住宅の拡充 12人 1.2％�
消防・防災対策 8人 0.8％�
墓地・火葬場の整備 5人 0.5％�

お住まいの生活環境は？�

まあ満足�
している�
416人�
40.7％�

多少不満�
がある�
371人�
36.3％�

非常に�
不満がある�
85人�
8.3％�

満足している�
125人�
12.2％�

わからない�
25人 2.5％�

全　体�
1,022人�
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特
　
集

「
玉
城
町
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

▼
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
す

る
た
め
に
は

一
層
の
啓
発
運
動
を
す
べ
き
、
収
集
の

あ
り
方
の
再
検
討
が
６
割
近
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
指
定
ご
み
袋
の
導
入
に
関
し
て

は
１
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
、
こ
の
問

題
も
検
討
事
項
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
に
は

「
女
性
就
労
の
場
の
増
加
に
と
も
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
児
童
福
祉
施
策
に
力
を

入
れ
る
べ
き
か
」
の
問
い
に
、
学
童
保
育

の
実
施
と
児
童
公
園
の
整
備
が
６
割
を
超

え
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

ま
す
ま
す
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
福
祉
に
関
し
て
は
、
個

人
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
傾
向
に

あ
る
の
か
、
在
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

望
む
声
が
多
く
40
・
８
％
に
達
し
、
ま
た

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持
て

る
対
策
が
26
・
２
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
教
育
文
化
施
策
に
は

「
子
ど
も
た
ち
の
個
性
と
能
力
を
育
む

環
境
づ
く
り
に
は
」
の
問
い
に
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
新
し
い
教
育
の
推
進
が

３
割
と
、
時
代
に
即
応
し
た
教
育
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
家
庭
教
育
も
大
事

だ
と
す
る
回
答
が
16
％
と
家
庭
内
で
の
教

育
を
見
直
す
考
え
方
を
お
持
ち
の
方
も
あ

る
よ
う
で
す
。

生
涯
教
育
の
面
で
は
、
施
設
の
整
備
を

あ
げ
ら
れ
た
方
が
24
・
６
％
、
文
化
協
会
、

サ
ー
ク
ル
活
動
の
育
成
が
17
・
８
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

健
康
維
持
の
た
め
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
球
技
で
テ
ニ
ス
・
ゴ
ル
フ
が
群
を
抜

き
、
武
道
で
は
太
極
拳
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で

は
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
釣
り
、
体
操
ダ

ン
ス
で
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
そ
の
他
で
は

散
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
講
座
に
は
今
後
ど
の
よ

う
な
講
座
に
参
加
し
た
い
か
の
問
い
に
、

料
理
教
室
、
外
国
語
教
室
、
書
道
教
室
と

と
も
に
、
今
回
特
に
目
立
っ
た
の
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
教
室
で
し
た
。
こ
れ
も
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
教

室
と
い
え
ま
す
。

▼
行
政
全
般
に
は

「
昨
年
９
月
の
機
構
改
革
以
降
に
感
じ

る
こ
と
」
の
問
い
に
、
大
変
良
い
が
20
・

３
％
、
ま
あ
よ
い
が
48
・
１
％
と
７
割
の

方
は
、
目
に
見
え
る
住
民
対
話
型
の
サ
ー

ビ
ス
、
内
部
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
制
の
導

入
に
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、「
町
の
情
報
を
何
で
知

る
か
」
の
問
い
に
、
広
報
た
ま
き
（
本

紙
）
が
60
・
２
％
、
有
線
放
送
が
35
・

２
％
と
、
本
紙
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
か

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
「
ど
の
よ

う
な
情
報
を
知
り
た
い
か
」
の
問
い
に
は
、

予
算
や
施
策
、
行
事
、
福
祉
関
係
の
情
報

が
５
割
以
上
を
占
め
、
普
段
の
生
活
に
密

着
し
た
情
報
を
求
め
る
声
が
大
き
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

▼
町
の
将
来
像
に
は

「
ど
の
よ
う
な
町
に
発
展
す
べ
き
か
」

の
問
い
に
、
産
業
振
興
よ
り
は
、
福
祉
を

中
心
に
し
た
「
や
さ
し
い
町
」「
心
豊
か

な
町
」
を
望
ん
で
い
る
方
が
５
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

ま
た
「
将
来
人
口
は
」
の
問
い
に
、
現

状
維
持
が
よ
い
が
39
・
１
％
、
急
激
な
増

加
は
困
る
を
含
め
る
と
７
割
近
い
人
が
こ

の
ま
ま
の
状
態
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
自
由
意
見
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
書
き
ま
し
た
内
容
を
詳
細
に
説
明

い
た
だ
く
よ
う
な
も
の
が
多
く
、
み
な
さ

ん
が
真
剣
に
町
の
将
来
を
考
え
て
い
る
こ

と
を
知
り
得
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
意
見
を
、
新
総
合
計
画
の

策
定
に
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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まちの話題
6月のタウンレポート

高
円
宮

た
か
ま
ど
の
み
や
賜
杯
第
29
回
県
学
童
軟
式

野
球
大
会
の
準
決
勝
・
決
勝
が
４
月

29
日
、
一
志
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
玉
城
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
野
球
部
（
高
口
一
彦
監
督
、
山

本
元
信
・
伊
藤
嘉
之
コ
ー
チ
・
下
村

恵
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
が
見
事
優
勝
、

県
下
１
８
８
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
ち

初
の
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
内
各
地
か
ら
勝
ち
進

ん
で
き
た
強
豪
12
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
対
戦
し

た
も
の
で
、
決
勝
で
は

ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
（
津
支

部
）
と
あ
た
り
、
13
対

６
で
下
し
見
事
優
勝
。

８
月
に
水
戸
市
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
に
初
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
５
月
６
日
中

瀬
町
長
に
こ
れ
ま
で
の

結
果
と
出
場
報
告
を
す

る
た
め
来
庁
し
、
町
長

か
ら
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。

が
ん
ば
れ
！
玉
城
ス
ポ
少

【
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
結
果
】

▽
１
回
戦
　
員
弁
ビ
ッ
キ
ー
ズ

９
対
１

▽
２
回
戦
　
尾
鷲
野
球
少
年
団

13
対
３

（
６
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝
　
熊
野
阿
田
和
養
真
ク
ラ
ブ

９
対
４

玉
城
ス
ポ
少
野
球
部

初
の
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に

町
近
世
古
文
書
調
査
会
が

呼
び
か
け

町
生
涯
学
習
講
座
の
古
文
書
解

読
講
座
を
修
了
し
た
メ
ン
バ
ー
ら
で

作
る
近
世
古
文
書
調
査
会
で
は
４

月
27
日
、
講
師
（
調
査
会
顧
問
）

の
海
住
春
弥
さ
ん
を
囲
み
初
会
合

を
開
き
、
活
動
の
経
過
と
今
後
の

方
針
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

同
調
査
会
は
、
加
納
利
和
さ
ん

（
原
）
を
中
心
と
す
る
６
人
で
、
昨

年
５
月
か
ら
町
保
管
の
近
世
・
近

代
（
江
戸
時
代
か
ら
戦
前
の
も
の
）

古
文
書
を
ワ
ー
プ
ロ
を
使
っ
て

楷
書
体

か
い
し
ょ
た
い

化
す
る
翻
刻

ほ
ん
こ
く

作
業
を
し
、

こ
れ
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
で

約
３
０
０
０

㌻
の
史
料
を
製

本
化
し
て
い
ま

す
。会

合
で
は
、

メ
ン
バ
ー
か
ら

「
か
つ
て
の
庶

民
生
活
の
実
態

が
分
か
る
史
料

や
、
庶
民
か
ら

見
た
歴
史
を
知

る
史
料
が
町
内
に
は
か
な
り
埋
も
れ

て
い
る
は
ず
だ
。」「
誤
っ
て
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
、
何
と
か
保
存
し
な
け

れ
ば
。」「
行
政
も
本
腰
を
入
れ
て
欲

し
い
。」
な
ど
意
見
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

今
後
も
会
で
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
古
文
書
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
い
、
残
る
町
保
管
の
古
文
書
や

町
内
の
個
人
・
集
落
な
ど
で
所
有

し
て
い
る
も
の
を
掘
り
起
こ
し
、
解

読
総
資
料
集
の
作
成
を
進
め
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込
ん
で

み
え
ま
す
。

●
町
か
ら
の
お
願
い

家
庭
や
集
落
、
神
社
、
お
寺
な

ど
、
昔
か
ら
あ
る
史
料
（
古
文
書
）

を
所
有
し
て
み
え
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
古
文
書
の
解
読
作
業
な

ど
に
興
味
の
あ
る
方
も
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）
６
３
３
１

町
内
の
古こ

文も
ん

書じ
ょ

を
掘
り
起
こ
し

後
世
に
残
し
た
い

優勝旗を手に行進するスポ少ナイン

海住講師に指導を受けるメンバーら
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Town Report

宮
古
地
区
汚
水
処
理
施
設

建
設
工
事
は
じ
ま
る

昨
年
９
月
か
ら
農
業
集
落
排
水
事

業
管
路
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
宮

古
地
区
で
、
汚
水
を
処
理
す
る
た

め
の
処
理
施
設
建
設
を
前
に
4
月

14
日
、
関
係
者
が
出
席
し
て
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
、
宮
古

地
区
管
路
延
長
約
３
５
０
０
㍍
の

流
末
に
位
置
す
る
場
所
で
、
今
年

度
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
お
よ
び
、
農
業
集
落
排

水
事
業
に
関
す
る
こ
と
は
、
町
下
水

道
課
TEL
（
５
８
）
８
２
０
７
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

玉
城
城
南
チ
ー
ム
県
大
会
へ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
南
志
支
部
大
会

４
月
16
日
、
宮
川
堤
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
南
志
支
部
大
会
で
、
町
内
か
ら

出
場
し
た
「
城

南
チ
ー
ム
」
が

見
事
優
勝
し
、

７
月
開
催
さ
れ

る
県
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し

た
。こ

の
大
会
に

は
、
南
勢
志
摩

管
内
か
ら
48
チ

ー
ム
が
出
場
、
予
選
リ
ー
グ
を
勝

ち
進
ん
だ
24
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
か
ら
そ
の
他
３
チ

ー
ム
が
出
場
。
浜
塚
チ
ー
ム
、
皆

楽
チ
ー
ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま

で
勝
ち
進
み
玉
城
町
の
健
闘
が
光

り
ま
し
た
。

●
城
南
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー

（
敬
称
略
）

村
木
力
夫
　
　
島
田
実
亮

西
岡
　
武
　
　
井
上
傳
吉

田
中
　
暁
　
　
野
口
　
明

◆ C O L U M N ◆

玉城町長

玉
城

春
秋
Mayor's Column

起工式にのぞみあいさつをする中瀬町長
見渡す限り早苗の緑一色の風景は、南勢にあって

農業の町の実感であります。

＜今年の玉城町の農業＞
昭和40年代後半からの米の生産調整政策にも、何

か世紀末的な悲哀を感じる昨今であります。原アス

ピア玉城とれたて朝市のお客さんの言葉にも安全で

新鮮な食料の生産確保を痛感するところでありま

す。勝田農事実行組合の「ふれあい農園」では、消

費者と直結した農園経営から自然食品「イチゴジャ

ム加工」も少量ながらはじめられたとのことであり

ます。玉城町でも今一番大事な時期に農業の原点に

立って「生き生きとした農業」「地についた仲間の

できる農業」「消費者の皆さんとも仲間になって話

し合える農業」を根本に“塾”の発想を大切に育て

てまいりたいと思います。こんな提言を今年一年取

り組んでまいります。

＜生涯学習について＞　
４月26日、夜ではありましたが玉城町社会教育

事業の一つであります生涯学習講座の開講式が改善

センターでありました。今年も沢山の方々が新しく

受講されます。余暇を満足に過ごせる文化生活は生

涯学習であります。経済高度成長のおかげで物質的

には恵まれた社会になりました。青少年健全育成は

今政治の大きな課題であります。悲しいニュースが

多い毎日ですが、人が社会で共同して、生きること

の厳しさを学習することも大切であります。少子化

する地域の子供たちの健全育成は大人の責任であり

ます。学習の成果に期待申し上げると共に一層の参

加をお願い申し上げます。

＜民間介護団体＞　
さて町内矢野で若い仲間たちが福祉介護サービス

民間団体「ネクスト」を旗揚げしていただくことに

なりご挨拶いただきました。社会実態に即応した大

変有難いことであります。福祉に懸ける若い情熱に

心から激励申し上げたいと存じます。住んでよかっ

た、住みやすい町づくりは行政だけでは成就いたし

ません。みんなで築く町づくりをお願い申し上げる

ところであります。

優勝した城南チーム
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今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
あ
た
り
、
４

月
11
日
に
は
三
重
県
知
事
・
三
重
県
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
投
票
に

行
か
れ
ま
し
た
か
。

選
挙
は
国
民
一
人
一
人
が
政
治
に
参
加
す
る

た
め
の
最
も
大
切
な
機
会
で
す
。
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
昨
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
前

回
か
ら
不
在
者
・
当
日
の
投
票
時
間
と
も
午
後

８
時
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
選

挙
か
ら
は
、
投
票
の
ス
ム
ー
ズ
さ
を
図
る
た
め

土
足
で
の
投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
投
票
率
を
み
て
み
ま
す
と
、
全
国

的
な
傾
向
に
も
あ
る
若
年
層
の
投
票
率
の
低
さ

は
当
町
で
も
例
外
で
は
な
く
、
20
歳
前
半
と
も

な
る
と
３
人
に
１
人
し
か
投
票
に
行
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

今
年
の
９
月
26
日
に
は
町
議
会
議
員
選
挙
も

ひ
か
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
一
票
を
無
駄
に

せ
ず
み
ん
な
で
政
治
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
、「
年
齢
階
層
別
投
票

率
」
と
「
地
区
別
投
票
率
」
グ
ラ
フ
に
ま
と
め

て
み
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

若
年
層
も
み
ん
な
で
投
票
に
行
こ
う
！

県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
結
果

町
選
挙
管
理
委
員
会

TEL
（
５
８
）８
２
０
０
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
寿
学
級
「
玉
城
学

園
」（
高
齢
者
学
級
）
を
開
講
し
ま
す
。
こ
の
福

寿
学
級
は
、
長
寿
の
た
め
の
心
身
育
成
・
運
動

や
教
養
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
講
さ

れ
、
今
年
で
23
期
目
を
迎
え
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
開
講
期
間

平
成
11
年
７
月
〜
12
年
３
月
ま

で
。
月
１
回
の
計
９
回
の
開
講
。

▼
受
講
対
象
者

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
お
よ

び
町
民
で
受
講
希
望
の
方
。

▼
申
込
み
方
法
な
ど

６
月
21
日
（
月
）
ま
で

に
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
改
善
セ
ン
タ

ー
内
）
TEL
（
５
８
）
６
３
３
１
へ

な
お
、
講
座
内
容
や
申
込
書
な
ど
、
詳
し
く

は
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
さ
ん
か
、
町
社

会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
に
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
み
え
な
い
方
。
ま
た
、
す
で

に
交
付
さ
れ
て
い
る
が
障
害
の
程
度
に
変
化
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
総
合
的
な
巡
回
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
８
日
（
木
）

受
付
時
間
は
午

後
１
時
〜
２
時
（
医
師
に
よ
る
診
査
は
、
午
後

２
時
か
ら
）

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象
者

肢
体
不
自
由
者
・
聴
覚
障
害
者

▼
相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
要
否
判
定

・
障
害
者
等
級
変
更
の
審
査
お
よ
び
補
装
具
の

交
付
要
否
判
定

・
更
正
医
療
給
付
費
の
該
否
判
定
、
心
理
学
的

お
よ
び
職
能
的
判
定

・
身
体
障
害
者
の
一
般
更
生
相
談

▼
申
し
込
み
・
そ
の
他

準
備
の
都
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
診
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

町
福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
人
は
、

児
童
手
当
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
の
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

ま
た
、
こ
れ
ま
で
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記

載
し
、
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が
満

た
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

町
福
祉
課
で
は
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方

に
６
月
中
旬
現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
以
前
要
件
が
満
た

さ
れ
ず
、
今
回
受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

方
も
、
６
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
町
福
祉
課
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
】

▼
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
申
立
書
（
受
給
者

が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
あ
る
場
合
に
提
出
）

▼
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
（
12
月
31
日
以
前
に
当
町

に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出
）

▼
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類

が
あ
り
ま
す

【
支
給
額
】

第
１
子
　
５
０
０
０
円

第
２
子
　
５
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き
１
万
円

【
支
給
日
】
２
月
・
６
月
・
10
月

詳
し
く
は
町
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

受
講
生
募
集

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
３
３
１

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
実
施

町
福
祉
課

TEL
（
５
８
）８
２
０
３

『
児
童
手
当
現
況
届
』

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

町
福
祉
課

TEL
（
５
８
）８
２
０
３
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町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
町
体
育
指
導

員
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
本
年
も
初
心
者

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
も
っ
と
う
ま
く

泳
ぎ
た
い
と
お
考
え
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者

町
内
の
小
学
１
年
生
以
上
の
児

童
・
生
徒
お
よ
び
一
般
成
人
で
、
初
心
者
（
田

丸
小
以
外
の
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、
保
護
者

が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
募
集
人
員

小
学
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）

50
人
、
小
学
３
年
生
以
上
一
般
50
人
。

▼
場
所

田
丸
小
学
校
プ
ー
ル

▼
参
加
料

無
料

▼
指
導
者

町
体
育
指
導
員

▼
申
込
み
方
法
な
ど

６
月
22
日

（
火
）
ま
で
に
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
実
施
要
項
・
申
込
用
紙
は
同

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
・
中
学
生
は
各
学
校

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

開
催
日
程
は
別
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万
一
の
事

故
傷
害
に
は
応
急
処
置
以
外
、
主

催
者
で
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
営
プ
ー
ル
は
７
月
10
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

次
の
注
意
事
項
な
ど
正
し
く
守
っ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
利
用
料
金

町
内
在
住
者：

無
料
。
町
外

者：

１
回
に
つ
き
２
０
０
円
。

▼
注
意
事
項

①
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
ま
た
は
学
校
発
行

の
許
可
証
（
泳
力
50
㍍
以
上
の
認
定
書
）
持
参

者
に
限
り
ま
す
。

②
泳
げ
な
い
人
、
医
師
に
水
泳
不
適
当
と
認
め

ら
れ
た
方
、
酒
気
を
帯
び
て
い
る
方
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

③
プ
ー
ル
の
中
に
は
浮
き
輪
以
外
は
持
ち
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
盗
難
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の

で
、
不
要
の
現
金
・
貴
重
品
等
は
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
自
転
車
・
車
は
整
理
し
て
駐
車
し
て
く
だ

さ
い
。

⑥
プ
ー
ル
内
で
の
本
人
過
失
等
に
よ
る
事
故
は

応
急
処
置
の
ほ
か
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

⑦
本
年
も
郷
土
史
研
究
会
の
行
事
（
小
池
流
古

泳
法
伝
達
講
習
会
）
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
期
間
は
一
部
入
場
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
は
、
夏
休

み
の
期
間
中
の
町
営
プ
ー
ル
監
視
人
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
員

２
人

▼
資
格

大
学
生
以
上
の
健
康
な
人
で
、
50
㍍

以
上
泳
げ
る
方
。
連
続
し
て
勤
務
可
能
な
方
。

▼
賃
金

１
人
１
日
７
０
０
０
円

▼
就
労
期
間

７
月
10
日
（
土
）
か
ら
８
月
31

日
（
火
）

▼
主
な
業
務

①
機
器
点
検
お
よ
び
操
作
　

②
遊
泳
者
の
監
視
　

③
点
検
お
よ
び
清
掃
　

④
業
務
日
誌
の
記
帳
な
ど

▼
応
募
方
法

希
望
さ
れ
る
方
は
、
履
歴
書
に

写
真
を
貼
り
、
６
月
23
日
（
水
）
ま
で
に
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
社
会
教
育
課
へ
。
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初
心
者
水
泳
教
室
開
催

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
３
３
１

町
営
プ
ー
ル

７
月
10
日
オ
ー
プ
ン

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
３
３
１

町
営
プ
ー
ル
監
視
人
募
集

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
６
３
１

●初心者水泳教室開催日程
小学校１、２年生 小学校３年生以上、一般

７月11日（日）　　９：30～10：20　10：30～12：00

７月18日（日）　　９：30～10：20　10：30～12：00

７月25日（日）　　９：30～10：20　10：30～12：00

８月１日（日）　　９：30～10：20　10：30～12：00

※雨天などの時は中止します

献　血
６月21日（月）
時間　14：30～16：30
場所　町保健福祉会館
かけがいのない命を支えるため、
温かいご協力をお願いします。
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町
で
は
み
な
さ
ん
の
健
康
保
持
と
福
祉
の
増

進
の
た
め
、
５
つ
の
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

な
お
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
、
乳
幼
児
・
老

人
医
療
費
の
助
成
額
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
医
療
費
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

ま
た
、
各
医
療
費
と
も
高
額
医
療
費
の
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

町
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ

「
玉
城
た
ん
ぽ
ぽ
」（
上
原
正
輝
会
長
）
で
は
、

使
用
済
み
切
手
や
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
の
収
集

を
呼
び
か
け
、
５
月
12
日
、
メ
ン
バ
ー
ら
が
町

保
健
福
祉
会
館
に
持
ち
寄
り
、
切
り
取
り
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
切
手
約
10
㌔
、

テ
レ
カ
１
５
５
０
枚
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
海
外

の
医
療
活
動
支
援
団
体
に
送
ら
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
次
の
と
こ
ろ
で
気
軽
に
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。

●
回
収
箱
設
置
場
所

役
場
、
町
保
健
福
祉
会
館
、
改
善
セ
ン
タ
ー
、

玉
城
郵
便
局
、
町
商
工
会
、
ア
ス
ピ
ア
玉
城
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福
祉
医
療
制
度
の
ご
紹
介

町
福
祉
課

TEL
（
５
８
）８
２
０
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
玉
城
た
ん
ぽ
ぽ
」
が

古
切
手
収
集
を
呼
び
か
け

大
喜
多
逸
子
さ
んTEL

（
５
８
）４
７
２
１

区分 対象者 助成対象医療費

心身障害者

医　療　費

◯身体障害者手帳１～４級を
お持ちの方

◯療育手帳Aをお持ちの方

◯自己負担額（薬剤一部負担金含む）
◯入院時の食事療養費標準負担額
◯証明書料

◯老人保健法（医療）の規定による一部負担金　
相当額（薬剤一部負担金含む）

◯入院時の食事療養費標準負担額

◯入院・通院それぞれ１カ月の自己負担額から
1,060円を控除した額

◯入院時の食事療養費標準負担額
◯証明書料
※１カ月の自己負担額が1,060円以下の場合は助
成の対象となりません

◯自己負担額（薬剤一部負担金含む）
◯入院時の食事療養費標準負担額
◯証明書料

◯通院の場合
☆【１カ月の自己負担額（薬剤一部負担金含
む）－薬剤一部負担金－2,120円の額】の1/2
の額
・１カ月の自己負担額から薬剤一部負担金を
控除した額が2,120円以下の場合は助成の対
象となりません
☆証明書料

◯入院の場合
☆１カ月の自己負担額の1/2の額
ただし自己負担額の1/2の額が入院日数×
1,200以下の場合自己負担額－（入院日数×
1,200円）の額
・１カ月の自己負担額が入院日数×1,200円
の場合は助成の対象となりません
☆証明書料

なし

なし

なし

あり

あり

上記の障害要件を備えた老人
保健法（医療）対象者

満３歳未満の乳幼児

◯母子家庭の母と18歳年度末
までの児童

◯父母のいない18歳年度末
までの児童

68歳・69歳の老人

65歳以上重度

障害者医療費

乳幼児医療費

母子医療費

老人医療費

所得
制限

集めた古切手を切り取るメンバーら
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ふるさとの
民俗編－八百万神と仏の同居①－

れきし117

古代人－私たちの祖先－は、この世には天上を支

配する天（あま）つ神と国土を支配する国つ神があ

って、人々にしあわせを恵むが人々の行為が神意に

副（そ）わないとき災いをもたらすと信じた。

雷は“神鳴り”で、作物に雨を恵むが、時に火事

をおこし大木を引き裂く。内宮摂社湯田神社の祭神

は「ナルイカヅチ」という雷神で、水の恵みを祈っ

た神である。地震・大風・大雨・洪水など人々を恐

れさせ、不思議な威力を秘める自然現象は神の業と

信じ、山や川や石や木や土などの自然物にも霊魂

（たましい）を感じて神が宿ると信じた。

千引神社のご神体は巨石、山神鴨社登山道右側

のカラト岩は注連縄を張って谷田の守り神とあがめ

た大岩である。田丸上町天神（田丸神社の前身）は

榎の大木を、積良乳の宮は楠の木を神のよりしろと

し、宮古大歳（おおとし）の森もその昔、楠の大木

をご神体にしたと記録される。

◎金子延夫著　　玉城町史第三巻より抜書

勝田の千引神社

◆ C O L U M N ◆

年
金

だ
よ
り

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
納
め
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
の

間
に
最
低
25
年
以
上
（
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
な
ど
を
含
む
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

定
額
保
険
料
　
１
３，

３
０
０
円

付
加
保
険
料
　
　
　
　
４
０
０
円

（
第
１
号
被
保
険
者
で
希
望
す
る
人
）

＊
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
…

病
気
や
ケ
ガ
、
失
業
な
ど
で
経
済
的
に
お
困

り
の
人
に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

＊
忙
し
く
て
納
付
す
る
時
間
の
な
い
と
き
…

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

＊
会
社
員
や
公
務
員
（
第
２
号
被
保
険
者
）
と

そ
の
被
扶
養
配
偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
…

加
入
し
て
い
る
制
度
で
支
払
い
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
を
自
ら
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

＊
も
し
も
未
納
に
し
て
い
る
と
…
…

老
齢
基
礎
年
金
ば
か
り
か
、
も
し
も
の
と
き

の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
福
祉
課
TEL
（
５
８
）

８
２
０
３
へ

EVENT GUIDE
「玉城おはなしキャラバン」6月の予定
玉城おはなしキャラバン、6月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時30分から午後5時まで。
【６月 6日】田丸地区・西世古公民館
【６月13日】外城田地区・松ヶ原公民館
【６月20日】下外城田地区・中角公民館
【６月27日】有田地区・妙法寺公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。



「
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に

関
す
る
法
律
」（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
）
に
基

づ
き
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
適
正
な
労
働

条
件
の
確
保
と
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
し
て
、

事
業
主
が
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
わ

か
り
や
す
く
定
め
た
「
事
業
主
が
講
ず
べ
き
短

時
間
労
働
者
の
公
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
指
針
」（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指

針
）
が
改
正
さ
れ
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

が
よ
り
一
層
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
労
働
条
件
は
、
文
書
で
明
示
す
る
こ
と
。

▼
就
業
規
則
を
作
成
・
変
更
す
る
と
き
は
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者

の
意
見
を
聴
く
こ
と
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
、
労
働
基
準
法

に
定
め
る
年
次
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
、
解
雇
す
る
と

き
は
少
な
く
と
も
30
日
前
に
予
告
す
る
か
、
30

日
分
の
平
均
賃
金
を
支
払
う
こ
と
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
き
、
必
要
な
健
康
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
。

▼
妊
娠
中
・
出
産
後
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

に
は
、
産
前
産
後
休
業
等
特
別
な
措
置
が
必
要
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
も
、
育
児
休
業
・

介
護
休
業
の
制
度
等
を
講
じ
る
こ
と
。

な
ど
が
今
回
の
改
正
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
三
重
女
性
少
年
室
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
０
０
年
に
津
市
で
開
催
さ
れ
る
「
日
本

女
性
会
議
２
０
０
０
津
」
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

テ
ー
マ
は
津
市
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
規
定

Ａ
４
版
用
紙
を
使
用
。
彩
色
自

由
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
、

学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
マ
ー
ク
か
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
区
別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
賞

優
秀
作
品
各
１
点
３
万
円
、
佳
作
各
１

点
１
万
円
。（
抽
選
で
20
名
に
記
念
品
あ
り
）

▼
締
め
切
り

６
月
30
日
（
水
）

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
５
１
４-

８
６

１
１
　
津
市
丸
之
内
23
―
１
　
日
本
女
性
会
議

２
０
０
０
津
実
行
委
員
会
事
務
局
（
津
市
女
性

行
政
室
内
）
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
が

変
わ
り
ま
し
た
！

三
重
女
性
少
年
室

TEL
０
５
９（
２
２
８
）２
７
８
２

「
日
本
女
性
会
議
２
０
０
０
津
」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

日
本
女
性
会
議
２
０
０
０
津
実
行
委
員
会
事
務
局

TEL
０
５
９（
２
２
９
）３
１
０
３

税
務

だ
よ
り

●
町
民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

平
成
11
年
度
の
町
民
税
は
、
減
税
が
行
わ
れ

ま
す
。

減
税
方
法
は
、
所
得
割
の
15
％
（
４
万
円
上

限
）
を
年
税
額
か
ら
差
し
引
く
も
の
で
す
。
た

だ
し
、
均
等
割
り
は
減
税
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

●
町
県
民
税
の
納
税
通
知
書
・
納
付
書
を

１
年
間
分
ま
と
め
て
お
送
り
し
ま
す

町
で
は
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
町
民
税
の
課

税
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
町
県
民
税
の
納
付
通
知
書
に
課
税
の
明
細

書
を
添
付
し
、
１
年
間
分
を
ま
と
め
て
つ
づ
っ

た
方
法
で
お
送
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
納
税
通
知
書
」「
課
税
の
明
細
書
」

「
納
付
書
」
を
ま
と
め
製
本
し
、
納
期
が
き
た
ら

そ
の
都
度
収
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

納
期
は
次
の
よ
う
に
４
期
に
分
か
れ
ま
す
。

第
１
期
　
平
成
11
年
６
月
30
日

第
２
期
　
平
成
11
年
８
月
31
日

第
３
期
　
平
成
11
年
11
月
１
日

第
４
期
　
平
成
12
年
１
月
31
日

口
座
振
替
で
納
付
の
場
合
は
、「
納
税
通
知

書
」「
課
税
の
明
細
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
税
額
を
ご
確
認
の
う
え
口
座
残
額
を
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
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（
財
）
津
市
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
キ
ャ

ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
講
習
会
（
前

期
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
前
期
と
後

期
（
10
月
予
定
）
を
受
講
す
る
と
、
日
本
キ
ャ

ン
プ
協
会
公
認
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
資
格
検
定
申
請
の
た
め
の
単
位
取
得
が
で
き

ま
す
。

▼
参
加
対
象

18
歳
以
上
で
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
を
め
ざ
す
人

▼
日
程

６
月
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

▼
場
所

津
市
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（
津
市
神
戸
字
小
世
古
）

▼
費
用

一
人
３
４
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト
・
食

費
・
保
険
料
等
）

▼
参
加
申
し
込
み
方
法
等

参
加
申
し
込
み
は

同
教
育
振
興
会
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
参
加
申
込
書
は
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
（
村
山
龍
平
記
念
館
内
）
に
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

（
財
）
県
下
水
道
公
社
で
は
、
次
の
よ
う
に

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
実
施
日
時

11
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
か

ら▼
場
所

津
会
場：

メ
ッ
セ
ウ
ィ
ン
グ
・
み
え

伊
勢
会
場：

サ
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
受
験
資
格

平
成
11
年
11
月
10
日
で
満
年
齢

20
歳
以
上
で
、
排
水
設
備
工
事
ま
た
は
排
水
設

備
工
事
以
外
の
下
水
道
工
事
あ
る
い
は
水
道
工

事
の
設
計
、
施
工
に
関
し
、
２
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
方

▼
試
験
方
法

①
下
水
道
の
一
般
知
識
に
関
す
る
こ
と

②
排
水
設
備
の
法
律
的
知
識
に
関
す
る
こ
と

③
排
水
設
備
の
設
計
、
施
工
お
よ
び
維
持
管
理

の
技
術
的
知
識
に
関
す
る
こ
と

④
排
水
設
備
の
新
設
、
増
設
、
改
築
お
よ
び
撤

去
工
事
に
か
か
る
事
務
手
続
き
な
ど
に
関
す
る

こ
と

▼
手
数
料

受
験
料
３
０
０
０
円
の
ほ
か
、
合

格
者
で
責
任
技
術
者
証
の
必
要
な
方
は
、
交
付

手
数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
み
期
間

７
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
15

日
（
木
）

▼
提
出
先

〒
５
１
４-

０
３
０
１
　
津
市
雲
出

鋼
管
町
52-

５
（
財
）
三
重
県
下
水
道
公
社
　
雲

出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
排
水
設
備
工
事
　
責

任
技
術
者
試
験
業
務
担
当
宛

▼
申
込
書
備
え
付
け
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
下
水
道
課
TEL
（
５
８
）
８
２
０
７
へ
。

ま
た
、
10
月
13
日
津
会
場
、
10
月
14
日
伊
勢

会
場
で
受
験
講
習
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
習
会
を
開
催

（
財
）
津
市
社
会
教
育
振
興
会

TEL
０
５
９（
２
２
８
）４
０
２
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
の
実
施

（
財
）
県
下
水
道
公
社
　
雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９（
２
３
５
）２
０
３
０

な
お
、
課
税
の
明
細
な
ど
詳
し
く
は
町
税
務

課
TEL
（
５
８
）
８
２
０
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
税
務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
）
募
集

《
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験
（
税
務
）
》

★
受
験
資
格
﹇
予
定
﹈

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

★
受
験
申
込
受
付
期
間
﹇
予
定
﹈

平
成
11
年
６
月
23
日（
水
）〜
６
月
30
日（
水
）

募
集
方
法
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

TEL
０
５
２
（
９
５
１
）
３
５
１
１
内
線
３
４
５

０
ま
た
は
伊
勢
税
務
署
総
務
課
TEL
（
２
８
）
３

１
９
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
高
校
生
の
税
の
作
文
募
集

国
税
庁
で
は
、
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
応
募
要
領
》

◆
応
募
資
格
…
高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
…
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

◆
応
募
点
数
と
字
数

１
人
１
編
。

３
０
０
０
字
以
内
。

◆
応
募
の
締
切
り
…
平
成
11
年
９
月
７
日
（
火
）

ま
で
に
、
伊
勢
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
応
募
方
法
に
つ
い
て
伊
勢
税
務
署

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町福祉のために役立ててくださいと、町勤労者生活福祉協議会
（西村博会長）様から、手作り座布団65枚を寄贈いただきました。
町では、社会福祉協議会（中村勝臣会長）で利用させていただ
くことにいたしました。ありがとうございました。
大西正郎様（世古）から、ゴールデンウィーク期間中、アスピア玉
城で行われたフリーマーケットでの売上金１万5,000円を寄付いた
だきました。（なお、施設内のプランター植栽用に利用させていた
だきました。）

善
意
の
窓

目録を手にする西村（右）・中村両会長



こ
ん
な
と
き
は
検
察
審
査
会
へ

子
ど
も
が
交
通
事
故
で
大
け
が
を
し
ま
し
た
。

加
害
者
は
事
故
直
後
こ
そ
病
院
に
見
舞
い
、
賠

償
金
も
払
う
と
約
束
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

約
束
を
果
た
さ
な
い
ば
か
り
か
「
検
察
庁
で
自

分
の
責
任
が
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
。」
と

言
っ
て
、
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
な
態
度
に
出

て
き
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
検
察
庁
は
加
害
者

を
不
起
訴
処
分
と
し
て
裁
判
に
か
け
な
い
こ
と

に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
検
察
庁
の
処
分
に
納
得
で
き
な

い
と
き
に
、
そ
の
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
制
度
と
し
て
検
察
審
査
会
制
度

が
あ
り
ま
す
。

事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
の
に
全
く
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
申
し
立
て
の
方
法
な
ど
詳
し

く
は
伊
勢
検
察
審
査
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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検
察
審
査
会
制
度
の
ご
案
内

津
地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
（
伊
勢
検
察
審
査
会
）

TEL
（
２
８
）３
１
３
５

前
号
で
は
、
介
護
保
険
制
度
、
事
務
組
合
設

立
の
あ
ら
ま
し
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
は
「
度
会
Ⅰ
部

介
護
保
険
事
務
組
合
」
で
行
う
仕
事
、
役
割
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
務
組
合
で
は
、
介
護
保
険
事
務
を
円
滑
か

つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
４
町
村
で
設
立
し
、

事
務
所
を
小
俣
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階
に

設
け
ま
し
た
。
現
在
10
月
か
ら
始
ま
る
申
請
受

付
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
と

こ
ろ
な
の
か
？
　
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を
し

ま
す
。

●
４
か
町
村
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
保
険
料

の
検
討
・
調
整
な
ど
「
計
画
づ
く
り
」
に
関
す

る
こ
と
、

●
住
民
の
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
介
護
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
方
の
「
資
格
管
理
」
に

関
す
る
こ
と

●
申
請
を
い
た
だ
い
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の

度
合
い
を
決
め
る
「
要
介
護
認
定
審
査
」
に
関

す
る
こ
と
、

●
決
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
「
保
険
給

付
」
に
関
す
る
こ
と
、

●
保
険
料
の
賦
課
徴
収
な
ど
「
保
険
料
」
に
関

す
る
こ
と

な
ど
の
事
務
を
共
同
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
が
円
滑
に
運
営
で
き
る
よ

う
４
町
村
が
連
携
を
取
り
合
う
た
め
の
拠
点
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
号
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
の
紹

介
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
福
祉
課
、
ま
た
は
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険

事
務
組
合
TEL
（
２
０
）
１
２
１
１
ま
で

介
護
保
険
②
　
事
務
組
合
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

町
福
祉
課
　
TEL
（
５
８
）８
２
０
３

小俣町役場�

小俣小学校�
GS

至
明
野�

外
城
外
城
田
川�

外
城
田
川�

銀
行�

ス
ー
パ
ー�

小俣図書館�

GS

小俣町�
環境改善センター�
合同会館�

小俣町環境改善センター外観
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最
近
、
け
ん
銃
・
麻
薬
な
ど
に
よ
る
凶
悪
犯

罪
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、

海
外
か
ら
密
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

税
関
で
は
、
よ
り
一
層
強
化
し
た
水
際
取
り

締
ま
り
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
・
確

実
な
取
り
締
ま
り
を
実
施
す
る
た
め
、
広
く
み

な
さ
ん
か
ら
の
密
輸
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
密
輸
ダ
イ
ヤ
ル

名
古
屋
税
関
監
視
部
　
TEL
０
１
２
０
（
４
６

１
）
９
６
１

ま
た
、
税
関
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
音
声
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

TEL
０
５
２
（
６
５
５
）
１
７
９
０

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
で
は
、
労

働
基
準
局
の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
、
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
き
「
土
留
め
支
保
工
作
業
主

任
者
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程

７
月
12
日
（
月
）
〜
13
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
第

２
会
館

▼
受
講
料

６
０
０
０
円

▼
受
講
資
格

土
留
め
支
保
工
切
り
張
り
、
ま

た
は
腹
お
こ
し
の
取
り
付
け
取
り
外
し
作
業
３

年
以
上
従
事
経
験
者

そ
の
他
詳
し
く
は
、
同
伊
勢
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

南こうせつ、伊勢正三、ばんばひろふみなど豪華

フォークシンガー10人が顔をそろえた「フォーク・

フレンドシップライブ '99 in タマグスク」が４月10

日、玉城村立国民体育館で開かれ、村内外から熱

狂的なファン3000人が演奏に酔いしれました。

「なごり雪」「神田川」「SACHIKO」など馴染み

の曲が流れだすと、一段と大きな拍手や歓声があが

り、会場は盛り上がっていました。

また、このコンサートは、村おこしを目的にボラ

ンティアグループ「たまネットグスク」が中心にな

り開催したのをうけ、出演者から“村の芸能に役立

てください”と、収益の一部を村文化協会などへ寄

付されました。

観客は、南こうせつらのフォークシンガーの曲に酔いし
れた

◆ C O L U M N ◆

沖縄玉城村発

From Okinawa - Tamagusuku Village

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

大
盛
況
！

「
フ
ォ
ー
ク
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

ラ
イ
ブ
'99
in
タ
マ
グ
ス
ク
」

10
人
の
シ
ン
ガ
ー
豪
華
共
演

け
ん
銃
・
麻
薬
な
ど
の

密
輸
情
報
は
税
関
へ

名
古
屋
税
関
　
津
出
張
所

TEL
０
５
９（
２
３
４
）４
１
６
１

土
留
め
支
保
工
作
業
主
任
者

講
習
会
開
催

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部

TEL
（
２
３
）５
５
３
５ 税関イメージキャラクター

カスタム君

臨時・パート保母募集登録は６月15日までに
町では、保母の産休・育児休業中に臨時パート的に勤めていただく保母
を募集しています。募集は登録制で、適時本人に通知します。
◆申込み資格　・町内在住者で保母資格を所有している者　

・平成11年４月１日現在満年齢35歳未満の者
◆申込み方法　履歴書に必要事項を記入し、写真を貼付して町総務課へ提

出してください。
◆申込期限　６月１５日（火）まで
◆問い合わせ先　町総務課TEL 58-8200



心配ごと相談
………6月15日（火）
………7月 1日（木）
時間　10：00～15：00
場所 町保健福祉会館
お問い合わせは町社会福祉協議会へ

いきいきほのぼのネットワーク
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今
月
の
表
紙

◆人の動き（平成11年5月1日現在）
●人口　14,324人（+  8人）
●男　7,010人（+  8人）
●女　7,314人（ 0人）

●世帯数　4,117世帯（+9世帯）
（ ）は4月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331

■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

休日・夜間当直室　
158ー8213

実
に
規
律
正
し
い
。
取
材
し
て
先
ず
直

感
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

”全
員
集
合
“
高
口
監
督
の
一
声
。

役
場
玄
関
前
に
ス
ポ
少
ナ
イ
ン
が
き
れ

い
に
整
列
。
こ
れ
ま
た
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

こ
ん
な
地
道
な
行
動
が
全
国
大
会
初
出

場
へ
と
導
い
た
の
だ
ろ
う
。

次
は
全
国
制
覇
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。

結核・肺がん検診
6月23日（水）～25日（金）
6月28日（月）～29日（火）
上記期間内に町内を巡回検診いたします。
詳細ははさみこみのチラシをごらんくださ
い。この機会にぜひ受診してください。

子育てサークル
………7月 6日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんと保護者
内容　テーマ「七夕」
＊　お気軽にご参加ください。

町税納期のお知らせ
町税などの納期は、期限を守って必ず
納めてください。納期は次のとおりです。

●町民税（第１期）
………6月30日（水）
町民税の納付書は、納税通知書とともに本年度から１
年分まとめてお送りします。（詳しくはＰ15の「税務だ
より」参照） 納期がきたらその都度納めてください。
なお、口座振替の場合は、納税通知書および課税明細
書をお送りしますので、税額をご確認のうえ振込口座の
残額をお確かめください。

●国民健康保険
………6月30日（水）
お問い合わせは、税務課へ

離乳食教室
………6月10日（木）
時間　9：30～12：00
場所　町保健福祉会館
対象　妊娠中の方、育児中のお母さん
内容　中期・後期の離乳食の献立と調理
料金　300円
＊事前に町保健福祉会館までお申し込み
ください。

3才児健康診査
………6月15日（火）
受付時間 13：00～13：30
場所　町保健福祉会館
対象　平成7年12月1日～平成8年

1月31日生まれのお子さん
＊該当児には個人通知いたします。

健康教育
～がんとその予防講演会～
………6月22日（火）
時間 19：00～21：00
場所 町保健福祉会館
内容 「がんとその予防」をテーマに講演会
講師 玉城病院長　古屋　正　先生
＊ ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込み
ください。

乳幼児相談
………6月17日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2ヵ月～3才までのお子さん
＊身体計測や予防接種・離乳食など
子育て全般に関する相談を受け付け
ます。
＊母子手帳をご持参ください。

1999.6     N
o.314

リハビリ教室
家にとじこもりがちになっていませんか？寝たきり・
寝かせきりになっていないでしょうか？加齢とともに身
体の機能は低下傾向にあります。機能の低下を防ぐ場・
仲間作りの場としてリハビリ教室を活用してください。
日時 6月22日（火）
時間 13：30～15：30
場所 町保健福祉会館
内容 健康チェック、軽体操、ゲーム、理学療法
士・作業療法士による機能チェック・機能訓練指導など
対象 脳血管疾患、その他の疾病等により在宅での
リハビリを望む方、必要とされる方
＊ご希望の方は町保健福祉会館までお申し込みください。


